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東浦町ＳＰ通信 
～東浦町では、学生ボランティアを“職員の仲間”という思いを込めて、 
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東浦中学校 「わくわく数学教室」 
 

 ８月２３日（水）・２４日（木）の午後は、東浦中学校で「わくわ

く数学教室」が開催されました。それぞれの日に約８０〜９０人ほど

の生徒が登校しました。夏休み後半、天気も不安定、ジメジメと蒸し

暑い日でしたがこれだけの生徒が学校に数学を勉強しにくるのがす

ごいです。「数学ができるようになりたい」「勉強したい」と思い、こ

うして実際に登校してくるのは、“ＳＰさんがいるから”という理由

もあるでしょう。「わくわく数学教室」に来ている生徒の顔ぶれを見

ていると、片葩小学校の「わくわく算数教室」に来ていた、“リピーター”もたくさんいました。きっと

いい思い出がたくさんあるのでしょう。小学校から中学校へ、学びの文化が繋がっていく。そこに必要

不可欠なのが、ＳＰさんの存在です。優しくて、面白くて、話をたくさん聞いてくれて、真剣に向き合

ってくれる。分からない時は、とことん付き合ってくれる。なんとか分かるように一緒に悩んでくれる。

そんな存在が子どもたちの支えになっています。真剣なＳＰさんの姿は、やる気を引き出してくれます。 

東浦町の学生ボランティア事業、１０年の実績を感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


